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3. まとめ

f非常時対応の生徒指導一日常の生徒指導の延長にあるもの－Jと題して、二つの事柄について

。一つ自は、学校生活の安全について、その中でも

の対処について、筆者の受けた研修の内容および成果を報告し、 える。二つ自は、

名古屋大学教育学部的属中・高等学校教諭
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全について、非常時に備え筆者の勤務校（名古屋大学教育学部知属中・高等学校、本文中での「本

が組織している「非営時下校班」編成の経緯を述べ、その課題について考えたいと思う。

i. 事件・事故時の対応

1-1 

平成19年5月30日～ 6月1日に3日間の日程で行われた ー、
盆
け
叶
J

V
%

コ
〆’
E
B

、、、

立行政法人教員研修センター主催、文部科学省共催）は、｛生活安全・交通安全コース｝と

コース］に分かれ、前者は①「事件・事故時の対応方法（危機管理マニュアルを含む）J部会、

② 1[1)j犯教育の進め方（訪犯前線及び子どもを含めた通学路の安全点検の実施方法）J部会、必「交

通安全における危険予測・危険回避能力を高める

の年度より研修方法が大幅に変わり、いわゆる

る研修から、講義は最小限にとどめて、参加者が持ち寄っ

を重ね、発表資料を作成して発表会を行うという研修になった。

コース｝の①の部会に参加した。以下、研修の報告とし

参考に供し、加えて考察を行いたいと思う。

コ部会で講成された。こ

をいくつも聴

をもとに期開中に班加

｛生活安全・交通安

された成果物を掲げて

1-2 研修の成果物

危機管理の対－応マニュアル、事故発生時の対応手頼書、校内研修会の運営、の三つについて、

場で使える具体的なものを作成することが研修で課された課題であった。筆者のグループ

事故時の対応方法（危機管理マニュアルを含む）」部会第6珪）は「クラブ活動中の事故」という状

況に絞って以上の三つについて検討した。次に、作成・発表し、批評を受けて改変を加えできあがっ

たものを掲げる。非常事態の対処についての基本的な事項は含まれていると考えられる。

1-2-1 クラブ活動中の事故対応マニュアル

1.発生に備える対応

①活動許磁の作成（年間・期間・週間 ・1B)

②設備や備品、活動場所の安全点検

③安全指導の充実

（自己の体調管理、体調悪化時の対処法、食生活の指導、健康状態の把握等）

④緊急時のマニュアルを作成（部員の連絡網作成）

⑤緊急時における連絡体制と関係機関の連絡先を確認

⑥応急処量についての研修

2.発生時の対応、

①生徒の状況確認（安全確認、出血、意識、呼吸）

②fit>急処置と二次災害の防止

③応、援要請と緊急連絡（周囲にいる －生徒との協力）
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3 

4 

と対応について説明）

よび周密の生徒の心のケア

る物

1…2-2 

②適切な対処と

③冷静で的確な判断と

と

まえて行動すること

と

。発見者は発生の状況や事態の抱擁

O負傷者の把握

0事故状況や生徒状況を記録

した生徒に応急処置をする

0発見者は崩

と る
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1-2-3 

1. 

。周

年間 3国

第 1回 4月

第 2回

第3回 10月頃

を行う

る

について

（校内への侵入、

ることもある。

える前の時期）

よる

2. 研修内容 第 1回校内における

第 2田 クラブ、活動中の事故への対応について研修する。

AEDの｛吏用方法、

第3出 校内における組織対応の確認、

（生徒の安全確保、

よる被害への対応

3. 第 2

(1）目的

夏期休鞍中 と管理職不在時の対芯につ る。

を図る。

(2）研修内容

ニュアルを使用しての研修（20分）

②クラ と いて研修（30分）

よる実習（例：心肺蘇生を必要とする

（事故発生時の対応の流れを実際に行う、

④関係機関からの講師による実技実習（③と③で50分）

(AEDの使用方法、

※②についてはチェックリスト（別紙）を提示する

チェックリストの例

1 毎呂の健康チェックをしているか (yes ・ no) 

28-
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2 をしているか (yes ・ no) 

3 ているか ・ no) 

4 し しているカミ (yes ・ no) 

1-3 

か されているグルー った ＼寸人間バュ、料rm古川ゴ／む

一》一 -r. ＋士一レ 一手持一日夕r-J 之！..／，トバ， .j.訂－.，－－－！＇‘ J 干狩
イ〉

を強く押し

この点、 iむの6つ

のと

のを作成し、

を作成していくことが、

の側としては、これさえやっておげ

用し、かつ詳細にわたったマニュアルを求めがちである。今自の研修でも、参加者は初めはそうい

う姿勢で課題に臨んだ。しかし、実際作業に及んで、意見交換をしてみると、

かったG 現成のマニュアルやシステムにしても、錨々の現場でそのままでは使えない。それぞれの

を加えて運用しなければならない。この類のことは教育現場では当然のことで

ろう。

ある。しかし、システム作りとなるとこういう当たり前のことをしばしば忘れがちであり、こうい

うことを多くの教師とともに再認識できたことも収穫である。今回の成果物は、詳細絹密なもので

はなく不十分な部分もあろうが、批判的に使用しながら各校独自のものを作成するもとになるもの

と考えている。

1-2-1の「クラブ活動中の事故対応マニュアルJについてであるが、これについて部会内の斑

どうし、大いに議論になり時間が割かれたのは、大きな事件・事故が起きた場合のマスコミ対応で

あったO これについては特に管理職の参加者から具体的に多く指摘があり、またそのほとんどが、

マスコミにひどい日にあったという主旨のものであった。マスコミの攻勢は一般の者に辻対応でき

ないほどの想像を絶するものであり、実際の事故の対応よりもそちらの方が大変であったとか、さ

らには今回の研修ではマスコミ対応のマニュアルがほしいという意見まで出てきた。

スコミ対応、は、普段マスコミと縁のない教員にとっては厳しいものがあるのだろう。研修

を受けた同じ平成19年に、筆者の勤務校の近隣にある県立工業高校が夜間に不審者に侵入され、施

されたりものが撒かれたりした事件があったが、

とともにマスコミ対応の留意点が報告された。押し掛けてきた報道機擦のうち、たまたまある一つ

にコメントをしたところ、それなら我々にもコメントをと他の報道機関が次々に迫って

きて大変なことになったということである。学校の窓口は必ず一本化し、全てのマスコミ

扱うことをアドバイスされた。

しかし、非常時におけるマスコミ対応は本質的な問題ではない。我々 念品
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そのものに対して迅速・

それ以外のことに大きく

し、 る るG きであり、

しいむマスコミ対応については、

のうちのl名）が専門に一本化して誠実に対応し、畑出対応はしないことを決め、それ

にも徹底することのみでよいであろう。管理職がマスコミ対応に大きな関心を寄せること

はしかたのないことであろうが、それは副次的なものだ、ということを忘れないようにしたい。まし

てや、マスコミ対応を意識するあまり、現実の問題の対処を誤ることのないようにしなければなら

ないということが、

1-2-2の については、 ポイントを

ることj も こと る。ところで、四つ目の枠の右に

るJとあるが、 きをしてくれること

を忘れてはいけないだろう。誰かに知らせること、何かを持ってくること、教員の手伝いをすること、

きるよう他の多くの生徒が動じないように統率をとること、など、その

を大い させるということも初期対応を卜分なもの る。クM

ラブ活動であればもちろん、それ以外でも

さるはずで、ある。あくまで危険のな

も －事故の対志に当たるという

ただし、もちろん指示を出す主体は教員であるc

し、適確に分析・判断して、分かりやすく

だけでなく、

じた。

ることはもちろんであるが、

を出すことができるか、という f技

能Jがクローズアップされることになる。

つまり、危機対応には高度な社会性が要求されるということではないか。言い換えれば、高い「コ

ミュニケーション能力jが必要だと言えないだろうか。緊急事態では、有無を言わせず指示を出す

ことも必要で、ある。のんきに議論もできない。教員は、即産に判断・行動できるか、混乱の中指示

が徹底できるか、生徒を統率できるか、場合によっては生徒をぴしっと叱れるか、

集約して最善の方法を選択できるか、など、緊急事態に要求されることは多い。

中でもコミュニケーションの基本は言葉である。状況に応じ、きちんと伝わる（理解しやすい）

を選択できるか、必要な’情報が伝わる話し方ができるかという観点は大変重要ではないか。

このようなことを考えるにつけ、やは与教員の通常の学校生活での生徒指導の力を高めることが

無視できないと思われる。日々のSTやLT・ 学級活動、清掃、授業等が、生徒理解を含んだ生徒指

となっているか。個人の指導にせよ集団の指導にせよ、学校生活のあらゆる場面で生徒の心

を知り、状況の理解をし、必要な言葉のやりとりをきちっと行って生徒からの信頼を得られるよう

に努力していくことが、緊急、事態の対処についても非常に重要なことではないか。

教師は通常、生徒とじっくり時間をかけ成功失敗を繰り返しながらトータルで結果を考えること

が多い。ところが、非常時には失敗は許されない。教師は、状況が刻々と変わる場で短時間に判断

を迫られるという経験を

等の校外行事において多く

ることが、案外少ないのではないか。こういう経験は、宿治・旅行

きることである。日常でも個々の生徒や生徒集部のありょうは

日々変化しており、そのような認識のもと り添って生徒理解に努めるべきこと うまで

30-



もない。しかし、

として出向くこと

きをするため、

らないだろう。

しやすい。そのよう

されたむただし、 f罰々

うというのが一般的な状況であると

で、

づき急々と

うことがやはり

また、この

いった れていない。しかし、 した通り、そのよう

てくる。普段の生徒指導の仕方と絡めて考えてもよいとは思うが、

の

と

なっ

し方、という研修を積むことで、普段の生徒指導にも役立てると言った発想を持ってもよいだろう。

何らかの方法でこのようなことの研修といったものも考える必要があるのではないだろうかむ

2. 災害時の対応

2-1 非常時下設班

「非常時Jとは、

に通常時と

などである。愛知県では、

ったり ったりして、

う。具体的には、

（または突然の大

いて平成19年度から

されるシステムが確立された。

（以下 f本校Jと称する）は一つの敷地内に中・高の両方

背校であり、各方面からの遠距離通学者も多く（規定では入学時に通学時間が片道I時間以内と

められている）、普通の公立中学校のように地元地域を持たないという特殺を持つO そのため、

常時の際に通学路に教員や保護者を記置することには限界がある。

の立哨や送り届けが本校では罰難である。一方高校においては、非常時には注意を促して下校させ

る学校ばかりであり、下校方法について何らかのシステムを持つ学校は少なくとも

域にはなかった。

小学校から上がったばかりで交通機関にも不慣れな中学生のいる学校で何かできることはないか

という発想で考えられたのが f非常時下校斑Jであったむ本校は中高の6学年が一緒に行動する

も多い。そこで、高校から中学までの生徒をひとまとまりにして高校生が中学生の寵餌を見る形

式の下校班を想定し、広範盟な通学範屈を何とか分けて編成したものである。

2…2 

「非営時下校班j自体は、 （いわゆる にあたる）が東海
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つ につい したこと まる った

治宝、 ここで、は、

切り させること、 カt

されたむ

る

としてまとめ通 るむこfLi土、

きるのが7月ころになってしまったむもちろ

には

ってしまうため生

このま

ま した いと から批判 ことも る。

2005年 なっ

してやってみること

イスのもとに立てた。よく分からないうちか

けることになりかねないという判断からである。

れたこともあったが、改善点を追究しながら

してみたところ、 55通りの方法に分類することができた。つまり、

るのではなく、片道1時間以内の通学園にある

よって変えずそのまま

ら

を分析

そ

は自分の通学方法がおのうちのどれにあたるかを申告させた。新しく

は55の下校斑をプワントで示し、入学前に申告させたむ教員は数字を打ち込むだ

けとなり、それによって、誰編成の事務量は大幅に減少し、 4月当初に下校斑を編成することが可

詑となった。生徒は在校中はず、っと同じ下校斑であり、入学・卒業でメンバーが入れ替わるだけに

なった。

と ガまた、

イダンス、および、

度からは修正を加えたこのスタイルで非常時下校誰を編成し、

うようにした。 2006年

た。

と

2…3…1 目的

発生が懸念されている

および、 うことにより、

Jが

目

に対応し、とりわけ

自ヲ る。

ど適切 されているか）
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ど、 な る

いたる対応の流れについて

2-3-2 

関して

各自

の説明、

「171J科用につい

テニスコート

2-3…3 

－点呼。その後、

①各班の下校経路と 地点も

り、そこま る）

名前と う。（［可

を知る。どこから一入になるかも

を決める（上級生がなる。可能であれば、中・高それぞれに班長l名、

2-4 非常時下校斑の科点

2-1に述べた通り本校は も広範囲から してくる る口

しであ

特に1

とってこのシステムのあることは大変な安心感を持ってもらうことになる。

非常時にただ偶々に注意を促して下校させるだけというのでは、学校の対応としては不安である。

また、通学方法の似通った生徒を学年の初めに顔合わせさせることも有効だろう。何人ほど同じよ

うな通学経路であるのかを体験的に知ることもでき、非常時に限らず通学時に拘か困った時の助け

になる可能性もある。また、下校班の目的とは異なるが、中高6学年が一緒に活動する本校にとって、

上級生が下級生の面倒を見る雰密気作りの年度当初の小さなきっかけにもなっていると思われる。

された時のことを考えてみると、

点で授業を打ち切り速やかに帰宅させる方針である。すると、

どが公共交通機関に押し寄せることになる。その時にどんな混乱が起きるか、注意憶報が出たこと

のない現状では十分に想像することはできない。 くの駅、大きな駅、乗換駅にどれほど入が
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るか。パスに乗り

日の昼間の列車・パス

とは異なる

あることは言うまでもない。

ある。

るターミナル訳では、パス されることも

さらである。人々

よりはまとまっ

も

られる

も

る

で発砲・立てこも与

にピックアップできる。

きその地域では外出を担えるよう

き、たまたま宿泊行事から帰るパスの中にい

ること治宝できたむ

という所

すぐに校

も

らパスの中

2-5 

九
C

、，．
」ー り！択とな

り、名城線の環状化が完成し

一つのきっかけとして

生徒が通う地域の偏りが出てこない限り

で述べてきた通り下校斑の編成と

した感がある。

しかし、非常時に生徒が落ち着いてきちんと行動できるかという点についてはまだ指導が行き届

lま らない形で確立した。

を行ったO そのため、斑編成については、

しの必要はないであろう。本校では、これま

ており、学校のシステム、年度当初の行事と

いていない。ここまでで述べた通り、非常時についての生徒への意識付けや上級生が下級生の世話

をするという意識の醸成は鵠分できていると考えられる。けれども、実際にそのような状況になっ

た時に、危！設を回避して冷静沈着に行動できるかという観点の指導は十分で、はない。

行動しよう。Jと言うのみである。

ただ、これに対するとントも百常にあるのではないか。

出やすい場所、危険が潜んでいる場所がどのような場所かについて

したことがあった。それを応用して各人の通学路を検証してみるようにも話した。つまり、生徒

が主体的に危機関避ができるように考えられるようになれと講話で指導した。もちろん講話だけで

は効果は不十分であるが、生徒一人一人が想像力を持って自分や白分をとりまく世界を克つめ、ど

こに危険があるか、どんな言動が危険を招来するかということを自分で考えられるようにすること

と考える。これは日常生活の中でケガをしないさせない、無用のトラブルを起こさないと

いう指導と本質的には同じである。それが非常時の冷静沈着な行動につながるという意識を持って、

日常の指導を考え、非常時の訓練も行うべきであろう。

本校でiま実捺に非常時下校斑を使って下校させることまではまだできていない。よい機会を捉え

て、実際に下校斑を使舟した集団下校の実施とそれを基にした不断の改善も含め今後の課題である。
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3. まとめ

を中心として、さら

いて、研修の成果や本校での取り組みについて

ニュアルも必、安であるし、非常時下校斑も

ある

日

いう意識を持って 5々

のみになってしまわないよう

る。

したい。

丹、

らない。

(2003）「学校への不審者侵入時の危機管理マニュアルJ

非常時下校班の繭成（数字は班番号、＜ ＞は班の解散地

（地下鉄東山線本Lilから東行き）

1. 星ヶ ヶ丘駅＞

してみると、

きたむ

と

りのハウトウー

2. 星ケ丘パス乗り －日 ヶ丘駅パスターミナル＞

3. 一社～本郷関 及び、パス り換え ＜地下鉄一社車内＞

4. ＜地下鉄藤が丘a駅＞

5. 藤が丘パス・ 1)- り ＜地下鉄藤が丘駅＞

（地下鉄東山線本Lilから西行き）

6. 党王山～今池関下車、及び、今池乗り換え桜通線上り下り ＜地下鉄覚王山車内＞

7. 千種JR乗り換え北行き春日井方面・高行き金出方面 <JR千種駅ホーム＞

8. 千種～伏見開下車、及び、栄乗り換え北行き市役所方面・栄乗り換え名鉄瀬戸線 ＜地下鉄千

種車内＞

9. 栄乗り換え名城線南行き金LlJ.名潜方面 ＜地下鉄栄名城椋左回りホーム＞

10. 伏見乗り換え鶴舞線北行き浄心・犬山線方面、南行き ＜地下鉄伏見駅構内＞

11. 

12. 

13. 

14. 

15. 

16. 

17. 

構内＞

日赤間下車 ＜地下鉄名古屋車内＞

り換え 名鉄犬山線 ＜名鉄名吉屋駅ホーム＞

り換え 名鉄名古屋本線北行き ーム＞

り換え 名鉄津島線

り

ーム＞

き知立・太田JII方面＜名鉄名古屋駅ホーム＞

き一宮方面 <JR名古屋駅下り東海道総ホーム＞

り JR東海道本線南行き大府方面・関西本線、及び、あおなみ線 <JR名古屋駅
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18. 名吉屋乗り

19. 中村公園

20. 

21. 高知j 下車、及び、バス乗り

（地下鉄名域経左回り二！と行き）

及び＼パス

ーム＞

22. 自由ヶ丘

23. ヶ坂

24. 砂田橋

25. 

26. 

27. 

28. 

29. 黒川

く） ＜地下鉄ナゴヤドーム

…ム＞

ーム＞

＜地下鉄黒JII).訳＞り

さ）

及び、

き

き

さ

き 杭中・ 1i前i器所方面

30. 

31. 

32. 

33. 

34. 

日赤車内＞

h
リ

h

り

h

り

＜地下鉄原駅＞

呂進車内＞

り

35. 総合リハビリセンタ

36. 新瑞檎乗り換え桜通線、北行き

37. 新瑞橋乗り換え桜通線高行き

38. 新瑞矯乗り換え桜通線南行き

39. 堀田～金山～上前津関

＜地下鉄総合リハピリセンター車内＞

端穂区役所方面 ＜地下鉄新瑞橋桜通線ホーム＞

桜本町・鶴里下車、及びパス乗り換え ＜地下鉄桜本町王手舟＞

り換え ＜地下鉄野並収＞

－金111乗り換え市バスノ＜地ド鉄堀田及び堀 り

車内＞

40. 金山乗り JR東海道線北行き・ 三」ぇ <JR金山駅＞

41. 金山乗り 名鉄本線北行き・犬山線・ ＜名鉄金山駅下りホーム＞

42. 金山乗り換え 名鉄営i骨線.？可和線＜名鉄金山駅上りホーム＞

43. 金山乗り 名鉄本線、南行き ＜名鉄金出駅上りホーム＞

44. 金山乗り換え名港線 日

（市バス） できるだけ同じパスに乗る

45. 春開通・吹上・

46. 八事者間山・大根・島田住宅方面

47. 金山行き系統方面

（自転車） できるだけ人が集中する交差点を越すまで辻罰まって下校する

48. 北部方面 猫洞・自由ヶ丘 ＜本山交差点北＞

＜地下鉄日比野車内＞
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49. き 地下・

50‘ 、哉” 

51. き

でき 限りの地点ま る

52. 近辺・北向 －本LiJ• 

53. 

54. 西向き

55. 南向き
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as an extension of the usual counseling 

Hajime Teraiネ

Two opinions are discussed under the title the student guidance in emergency … as the 

extension of usual counseling -

First, the security of school life is on the topic focusing on the way to handle emergent events 

and troubles. This discussion is based on the programs. There is the fundamental way 

to handle emergency, and teachers are required to have the skills of that handling. What kind of 

the fundamental way and the skills are needed is discussed here. 

Second. the disaster safety education is on the topic. Our going-home groups have been 

organized in case of disasters. How these groups have been organized, and the tasks they have 

are described here. 

It is true that the guidelines and going削homegroups for emergency, the trainings for teachers 

who are supposed to use them are very important. What is important is not only that but the 

usual student guidance and counseling as the base of handling the things with students in case 

of disaster. 

The student guidance in emergency shouldn’t be just a superficial howぺoinstruction. To 

make it work meaningfully, teachers have to notice that the guidance in emergency is based on 

the usual counseling. Being conscious about this fact, teachers have to have the usual student 

counseling as such. 

「非常時対応、の生徒指導一日常の生徒指導の延長として－Jという題のもと、二つの意見を論ずる。

一つ目は、学校生活の安全について、非常事態の扱いに注目して述べる。これは、ある研修に基

づいている。非常時対応、の基本があり、教師はその技能を持つことを求められている。どのような

と技能が必要とされているかについてここでは述べられている。

二つ吾は、災害安全教青についてである。非常時に備えて下校班が組織された。その経緯と

について述べられている。

ニュアルや下校班、それを扱う教員への研修はとても重要で、ある。それと向じく必要

なのは、災害時に生徒に対して行う生徒指導の基礎としての、通常の生徒指導である。

非常時生徒指導はただ、の表面的なハウツーであってはならない。意味のあるものとして動かすた

めに、非常時生徒指導が通常の生徒指導に基づいていることに気づかなければならない。そして、

それを意識しながら、そのように通常の生徒指導にあたらなければならない。
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